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弥
生
時
代

第
一
節

弥
生
時
代
概
説

一

水
稲
農
耕
社
会
の
成
立

日
本
列
島
で
本
格
的
な
水
稲
耕
作
が
始
ま
っ
た
時
代
を
弥
生
時
代
と
い

う
。
水
稲
耕
作
は
そ
れ
以
前
の
縄
文
時
代
の
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
及
び
限

定
的
な
食
用
植
物
の
栽
培
に
比
べ
て
、
安
定
的
な
食
糧
生
産
を
実
現
し
た

こ
と
か
ら
、
列
島
の
各
地
に
急
速
に
広
が
り
、
道
具
の
生
産
や
生
活
様

式
・
社
会
の
仕
組
み
な
ど
様
々
な
事
象
を
革
新
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
革
新
が
、
次
の
古
墳
時
代
に
は
国
家
の
誕
生
へ
と
結
実
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

本
節
で
は
稲
作
の
伝
来
と
そ
の
背
景
、
各
種
の
道
具
、
集
落
と
墓
地
の

様
子
、
集
団
の
変
化
な
ど
、
弥
生
時
代
全
般
に
わ
た
る
文
化
的
・
社
会
的

事
象
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
く
。

弥
生
時
代
の

時
期
と
区
分

日
本
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
奈
良
時
代
以
降
に
は
時

代
の
始
ま
り
を
明
確
な
年
数
で
言
い
表
す
こ
と
が
で
き

る
が
、
古
墳
時
代
以
前
と
な
る
と
文
献
に
記
載
さ
れ
た
資
料
な
ど
も
な
く

確
実
な
西
暦
年
数
は
不
明
で
あ
る
。
弥
生
時
代
に
つ
い
て
も
そ
の
始
ま
り

は
一
般
的
に
紀
元
前
四
〜
五
世
紀
ご
ろ
と
さ

れ
て
い
る
が
、
一
部
で
は
放
射
性
炭
素（
Ｃ１４
）

の
理
学
的
な
年
代
測
定
を
根
拠
に
、
開
始
時

期
を
数
百
年
さ
か
の
ぼ
ら
せ
よ
う
と
す
る
研

究
者
も
い
る
。
一
方
、
弥
生
時
代
が
終
了
す

る
時
期
は
、
古
墳
時
代
を
象
徴
す
る
定
型
化

し
た
前
方
後
円
墳
が
出
現
す
る
三
世
紀
中
ご

ろ
〜
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

弥
生
時
代
全
体
と
し
て
は
約
七
〇
〇
年
前
後

の
期
間
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
長
期
間
に
わ
た
る
弥
生
時
代
の
歴
史

を
み
て
い
く
際
に
、
い
く
つ
か
の
時
期
区
分

が
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
早
期
（
紀
元
前

五
・
四
世
紀
〜
紀
元
前
三
世
紀
）・
前
期
（
紀

元
前
三
世
紀
〜
紀
元
前
二
世
紀
）・
中
期
（
紀

元
前
二
世
紀
〜
紀
元
後
一
世
紀
）・
後
期
（
紀

元
後
一
世
紀
〜
三
世
紀
）
の
四
時
期
に
分
け

る
見
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
現
在
一
般
的

で
あ
る
早
期
と
前
期
を
合
わ
せ
て
前
期
と
す

る
三
時
期
区
分
で
み
て
い
く
こ
と
と
す
る

ら
く
よ
う
し
ょ
う
こ
う

（
図
２
―
３５
）。
な
お
、
中
国
の
洛
陽
焼
溝

か
ん

ぼ

か

せ
ん

漢
墓
か
ら
出
土
し
た
銅
鏡
や
貨
泉
な
ど
の
遺

３００

古墳時代

前期

布
留
式

図２―３５ 弥生時代の時期区分と北部九州の土器
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0 500km

物
が
、
北
部
九
州
の
甕
棺
墓
に
副
葬
さ
れ
る
状
況
を
対
比
さ
せ
て
、
甕
棺

の
型
式
を
西
暦
年
代
に
当
て
は
め
た
研
究
が
あ
る
（
橋
口
達
也
「
甕
棺
の

編
年
的
研
究
」『
九
州
縦
貫
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
３１
』
福
岡

県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
）。
こ
れ
は
弥
生
時
代
の
各
時
期
の
年
代
を
決

定
す
る
重
要
な
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

大
陸
の
情
勢

日
本
は
東
ア
ジ
ア
の
東
端
に
位
置
し
、
海
に
よ
っ
て
独

立
し
た
列
島
を
構
成
し
て
い
る
が
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島

の
動
向
は
非
常
に
重
要
な
外
的
要
素
で
あ
り
、
た
と
え
弥
生
時
代
と
い
う

古
い
時
代
に
お
い
て
も
列
島
内
の
時
代
の
変
遷
や
文
化
の
内
容
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
ま
ず
弥
生
時
代
前
後
の
時

期
の
大
陸
の
歴
史
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

列
島
で
弥
生
時
代
が
始
ま
っ
た
紀
元
前
五
〜
四
世
紀
は
、
大
陸
で
は
春

秋
時
代
か
ら
戦
国
時
代
へ
の
時
代
の
転
換
期
に
当
た
る
。
紀
元
前
一
〇
五

い
ん

け
ん
じ
ゅ
う

〇
年
ご
ろ
殷
を
滅
ぼ
し
武
王
が
建
て
た
周
は
、
犬
戎
の
侵
略
を
受
け
て

紀
元
前
七
七
〇
年
東
の
洛
邑
（
成
周
）
に
遷
都
す
る
。
こ
の
遷
都
と
と
も

に
春
秋
戦
国
時
代
が
始
ま
る
。
春
秋
期
に
は
周
室
は
次
第
に
衰
え
て
そ
の

権
威
を
失
い
、
諸
侯
は
互
い
に
併
呑
を
繰
り
返
し
て
戦
争
が
絶
え
な
か
っ

た
。
そ
の
中
で
春
秋
の
五
覇
（
斉
の
桓
公
・
晋
の
文
公
の
他
に
、
異
説
が

ぼ
く
こ
う

じ
ょ
う
こ
う

こ
う
せ
ん

あ
る
が
秦
の
穆
公
・
楚
の
荘
王
・
宋
の
襄
公
・
呉
の
夫
差
・
越
の
勾
践

が
あ
げ
ら
れ
る
）
が
周
室
に
代
わ
っ
て
諸
侯
を
総
攬
す
る
時
期
が
続
い
て

い
く
。
そ
の
後
、
紀
元
前
四
〇
三
年
晋
の
大
夫
韓
・
魏
・
趙
の
三
氏
が
晋

を
分
割
し
て
独
立
し
、
諸
侯
に
封
じ
ら
れ
て
か
ら
戦
国
期
が
始
ま
る
。
こ

の
時
期
は
春
秋
期
に
も
増
し
て
弱
肉
強
食
・
下
克
上
の
感
が
強
く
な
り
、

戦
国
七
雄
（
秦
・
楚
・
燕
・
斉
・
趙
・
魏
・
韓
）
の
諸
国
が
勢
力
の
拡
大

を
競
い
合
っ
て
い
る
（
図
２
―
３６
）。
春
秋
戦
国
時
代
の
諸
国
は
宗
廟
を
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中
心
と
し
た
数
�
の
範
囲
に
広
が
る
市
街
地
を
、
他
国
の
侵
略
か
ら
防
御

す
る
た
め
に
高
い
城
壁
で
囲
む
都
市
を
建
設
し
て
い
る
。

春
秋
戦
国
時
代
の
約
五
五
〇
年
間
に
わ
た
る
戦
乱
は
、
紀
元
前
二
二
一

年
秦
王
政
（
始
皇
帝
）
の
統
一
に
よ
っ
て
終
結
す
る
。
始
皇
帝
は
中
央
集

権
的
な
政
策
を
進
め
、
厳
格
な
法
律
の
整
備
・
度
量
衡
の
統
一
な
ど
を
行

う
。
ま
た
、
地
方
の
直
接
支
配
を
め
ざ
し
て
軍
隊
の
迅
速
な
移
動
を
図
る

た
め
に
、
黄
河
流
域
を
中
心
に
直
線
的
な
規
格
道
路
「
直
道
」
を
整
備

し
、
北
方
や
西
方
か
ら
の
異
民
族
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
い
わ
ゆ
る
「
万

里
の
長
城
」
の
大
増
築
を
実
施
し
て
い
る
。

始
皇
帝
の
没
後
、
秦
の
圧
政
に
対
す
る
庶
民
の
不
満
が
爆
発
し
、
早
く

も
紀
元
前
二
〇
二
年
に
は
劉
邦
（
高
祖
）
が
楚
王
項
羽
を
倒
し
て
漢
（
前

漢
）
を
建
国
す
る
。
漢
は
約
二
〇
〇
年
間
続
く
が
、
紀
元
後
八
年
に
新
都

お
う
も
う

侯
王
莽
に
簒
奪
さ
れ
た
新
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
し
か
し
二
十
五
年
に

は
前
漢
景
帝
の
六
世
の
孫
劉
秀
（
光
武
帝
）
が
新
朝
を
滅
ぼ
し
て
、
漢
（
後

漢
）
を
再
興
す
る
。
後
漢
も
約
二
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
栄
え
る
が
、
宦

官
の
台
頭
に
よ
る
朝
廷
内
部
の
腐
敗
や
、
各
地
に
広
が
っ
た
黄
巾
の
乱
へ

の
対
応
で
衰
亡
し
て
い
く
。

秦
か
ら
漢
へ
と
約
四
四
〇
年
間
続
い
た
統
一
の
時
代
は
、
二
二
〇
年
の

曹
操
に
よ
る
魏
の
建
国
、
続
く
二
二
一
年
の
劉
備
の
蜀
、
更
に
二
二
二
年

の
孫
権
の
呉
の
建
国
に
よ
っ
て
、
再
び
戦
乱
の
時
代
へ
と
向
か
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
三
国
時
代
は
二
八
〇
年
の
魏
の
権
臣
で
あ
っ
た
司
馬
炎
に

よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
晋
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
。
列
島
内
で
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
へ
移
行
す
る
時
期
が
、
大
陸
で
は
こ
の
三
国
時
代
に
あ
た
っ

て
い
る
。

一
方
、
朝
鮮
半
島
で
は
紀
元
前
一
〇
八
年
に
前
漢
の
武
帝
が
衛
氏
朝
鮮

ら
く
ろ
う

を
滅
ぼ
し
て
北
部
に
楽
浪
郡
を
設
置
す
る
。
後
漢
末
の
紀
元
二
〇
四
年
こたい

ろ
に
な
っ
て
楽
浪
郡
を
支
配
し
て
い
た
公
孫
康
は
そ
の
南
半
を
割
い
て
帯

ほ
う

こ
う

く

り

方
郡
を
置
く
が
、
三
一
三
年
に
は
楽
浪
郡
は
高
句
麗
に
滅
ぼ
さ
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
時
期
南
部
で
は
馬
韓
・
弁
韓
・
辰
韓
の
三
韓
が
部
族
国
家
を
形

成
し
て
い
た
。

稲
作
の
伝
来

大
陸
で
は
新
石
器
時
代
に
入
る
と
、
七
〇
〇
〇
年
以
上

前
に
北
部
の
黄
河
流
域
に
広
が
る
黄
土
高
原
で
粟
の
栽

培
が
始
ま
る
。
河
北
省
の
磁
山
遺
跡
で
は
七
四
〇
〇
年
か
ら
七
二
〇
〇
年

前
ご
ろ
に
属
す
る
食
料
の
貯
蔵
穴
が
約
三
〇
〇
基
発
見
さ
れ
て
い
る
。
黄

河
下
流
域
の
山
東
省
北
辛
遺
跡
や
、
東
北
地
方
の
遼
寧
省
新
楽
遺
跡
で
も

七
〇
〇
〇
年
か
ら
六
〇
〇
〇
年
前
の
農
耕
に
伴
う
遺
構
や
遺
物
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。

稲
の
原
産
地
は
か
つ
て
ア
ッ
サ
ム
地
方
や
雲
南
省
付
近
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
長
江
流
域
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
、
そ
の

中
・
下
流
域
が
稲
作
農
耕
の
起
源
地
と
す
る
説
が
有
力
に
な
り
つ
つ
あ

か

ぼ

と

る
。
淅
江
省
河
姆
渡
遺
跡
は
七
六
〇
〇
年
前
の
稲
作
遺
跡
と
し
て
良
く
知

す
き

さ
ん

ら
れ
て
お
り
、
コ
メ
と
と
も
に
骨
製
の
耜
・
木
製
の
�
な
ど
の
水
稲
農
耕

具
と
木
器
製
作
用
の
石
斧
が
出
土
し
て
い
る
。
近
年
こ
れ
よ
り
も
更
に
古

ほ
う
と
う
ざ
ん

い
稲
作
の
遺
跡
が
湖
南
省
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
彭
頭
山
遺
跡
は
一
万
年
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だ
ん

前
、
八
十
�
遺
跡
で
は
八
〇
〇
〇
年
以
上
前
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

稲
作
農
耕
文
化
は
、
四
三
〇
〇
年
前
に
は
長
江
下
流
域
か
ら
北
部
の
山

東
半
島
に
広
が
り
、
朝
鮮
半
島
北
部
へ
は
コ
マ
形
土
器
文
化
の
段
階
に
伝

し
ょ
う
ぎ
く

わ
る
。
半
島
南
部
へ
の
伝
播
は
無
文
土
器
文
化
の
段
階
に
な
り
、
松
菊

り里
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
コ
メ
は
二
六
〇
〇
年
前
の
も
の
で
あ
る
。
列
島
内

の
北
部
九
州
の
沿
岸
部
に
水
稲
耕
作
が
伝
播
し
た
の
は
、
縄
文
時
代
晩
期

後
半
の
時
期
で
あ
る
。
な
お
、
伝
来
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
外

に
も
山
東
半
島
か
ら
遼
東
半
島
経
由
で
朝
鮮
半
島
に
及
ん
だ
と
す
る
説

や
、
長
江
下
流
域
か
ら
直
接
列
島
に
伝
来
し
た
と
す
る
説
、
南
西
諸
島
を

経
由
し
た
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
（
図
２
―
３７
）。
た
だ
し
、
北
部
九
州

の
初
期
の
稲
作
に
伴
う
石
器
な
ど
は
朝
鮮
半
島
南
部
と
の
類
似
性
が
強
い

よ
う
で
あ
る
。

先
述
し
た
大
陸
の
歴
史
的
背
景
と
稲
作
農
耕
の
伝
来
ル
ー
ト
を
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
紀
元
前
五
世
紀
、
大
陸
に
お
け
る
春
秋
末
期
か
ら
戦
国
初

期
に
か
け
て
の
動
乱
が
朝
鮮
半
島
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
半
島
南
部
の
無

文
土
器
文
化
に
属
し
て
い
た
人
々
の
一
部
が
水
稲
耕
作
の
技
術
と
文
化
を

携
え
て
北
部
九
州
に
渡
来
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

北
部
九
州
の
玄
界
灘
沿
岸
に
伝
来
し
た
稲
作
農
耕
は
、
当
初
渡
来
人
に

よ
っ
て
海
浜
部
で
試
行
さ
れ
る
が
、
内
陸
部
に
居
住
す
る
縄
文
人
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
多
く
の
時
間
を
要
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
弥
生
時
代

の
早
い
時
期
に
急
速
に
西
日
本
の
各
地
に
広
が
る
。
鹿
児
島
県
下
原
・
中

ノ
段
遺
跡
、
宮
崎
県
学
園
都
市
遺
跡
、
山
口
県
延
行
遺
跡
、
岡
山
県
津
島

江
道
・
沢
田
遺
跡
、
愛
媛
県
大
渕
遺
跡
、
香
川
県
林
坊
城
遺
跡
、
大
阪
府

牟
礼
遺
跡
な
ど
が
こ
の
時
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
そ
の
後
、
弥
生
時
代
前
期

の
中
ご
ろ
に
は
関
東
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
ま
で
波
及
し
て
い
る
。
青
森

県
砂
沢
遺
跡
で
は
、
前
期
末
の
水
田
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
コ
メ
の
品
種
は
イ
ン
デ
ィ
カ
と
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
に
大
別
さ
れ
る

が
、
列
島
に
伝
来
し
た
の
は
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

第３章 弥 生 時 代

図２―３７ 稲作伝来の推定経路
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に
も
温
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
と
熱
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
と
が
あ
る
が
、
古
く
は
熱
帯

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

初
期
の
水
田

と
農
耕
具

稲
作
の
具
体
的
な
証
拠
と
な
る
水
田
は
、
一
九
四
七
〜

五
〇
年
に
静
岡
県
登
呂
遺
跡
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
水
田
は
弥
生
時
代
後
期
の
比
較
的
新
し
い
時
期
の
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
弥
生
時
代
初
期
の
水
田
が
一
九
七
八
年
に
福
岡
市
板

付
遺
跡
で
確
認
さ
れ
、
縄
文
時
代
晩
期
末
の
突
帯
文
土
器
単
純
期
の
も
の

と
判
明
し
た
。
こ
の
水
田
は
畦
畔
の
両
側
に
杭
を
打
ち
込
み
、
横
板
を
渡

し
て
補
強
し
、
水
田
の
東

側
に
は
幅
約
一
㍍
の
広
い

畦
畔
と
大
水
路
が
掘
ら

れ
、
井
堰
に
よ
っ
て
水
田

へ
灌
漑
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
図
２
―
３８
）。

こ
の
よ
う
に
板
付
遺
跡
の

水
田
は
水
路
・
井
堰
・
取

排
水
口
を
備
え
た
極
め
て

完
成
度
の
高
い
水
田
で

あ
っ
た
。
同
時
期
の
水
田

は
佐
賀
県
唐
津
市
菜
畑
遺

跡
や
福
岡
市
野
多
目
遺
跡

で
も
発
見
さ
れ
て
い
る

が
、
同
様
に
杭
や
矢
板
で
保
護
し
た
畦
畔
と
灌
漑
施
設
を
も
つ
完
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

弥
生
時
代
の
水
田
の
灌
漑
方
法
に
は
河
川
を
利
用
す
る
場
合
と
溜
池
に

よ
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
後
者
は
時
期
的
に
遅
れ
て
利
用
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳
は
満
々
と
水
を
た

た
え
た
周
濠
を
備
え
、
そ
の
水
が
水
田
の
灌
漑
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
弥

生
時
代
で
は
沖
積
地
に
立
地
す
る
大
規
模
な
環
濠
集
落
に
は
環
濠
に
水
を

通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
甘
木
市
平
塚
川
添
遺
跡
や
大

阪
府
池
上
曽
根
遺
跡
な
ど
で
は
「
環
濠
の
一
部
が
自
然
河
道
に
か
か
る
場

合
に
は
、
灌
漑
施
設
と
し
て
の
機
能
を
想
定
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」（
黒
沢
浩
「
弥
生
・
古
墳
時
代
の
農
業
」『
産
業
Ⅰ
狩
猟
・
漁
業
・

農
業
』
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
２
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
）
と
す
る

見
解
も
あ
る
。

弥
生
時
代
の
水
田
に
は
区
画
の
大
き
な
も
の
と
、
そ
れ
を
更
に
小
さ
く

分
割
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
登
呂
遺
跡
の
水
田
は
一
枚
が
二
〇
〇
〇
平
方

㍍
以
上
の
も
の
も
あ
る
大
き
い
区
画
の
水
田
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
的
に

は
五
〇
平
方
㍍
未
満
の
小
さ
い
も
の
が
多
い
。
栽
培
方
法
の
一
例
と
し

て
、
岡
山
市
百
間
川
の
原
尾
島
遺
跡
で
は
、
検
出
さ
れ
た
稲
の
株
跡
に
規

則
性
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
直
接
田
に
種
籾
を
ま
く
直
蒔
き
だ
け
で
は

な
く
、
田
植
え
を
行
う
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

弥
生
時
代
初
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
農
耕
具
は
太
形
蛤
刃
石
斧
（
図

２
―
３９
・
２
）・
扁
平
片
刃
石
斧
（
同
・
１
）・
柱
状
片
刃
石
斧
・
石
庖
丁

図２―３８ 板付遺跡の灌漑施設
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な
ど
の
大
陸
系
磨
製
石
器
や
木
製
農
耕
具
な
ど
、
縄
文
時
代
に
は
な
か
っ

た
新
し
い
道
具
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
の
う
ち
、

大
陸
系
磨
製
石
器
は
朝
鮮
半
島
南
部
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
も
の
と
類
似

し
、
特
に
抉
入
柱
状
片
刃
石
斧
（
図
２
―
３９
・
３
）・
有
柄
式
磨
製
石
剣

す
り
き
り

（
同
・
５
）・
柳
葉
形
磨
製
石
鏃
（
同
・
６
）
や
、
擦
切
技
法
に
よ
る
孔
を

施
す
石
庖
丁
（
同
・
４
）
な
ど
は
列
島
と
半
島
南
部
に
限
定
さ
れ
る
石
器

で
あ
る
。

土
器
に
つ
い
て
は
、
壷
・
甕
・
高
杯
・
鉢
に
機
能
分
化
し
た
器
種
が
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
甕
・
高
杯
・
鉢
は
従
来
の
縄
文
時
代
晩
期

の
深
鉢
・
浅
鉢
か
ら
の
変
化
が
た
ど
れ
る
。
し
か
し
、
壷
は
新
し
く
導
入

さ
れ
た
器
種
で
あ
る
。

弥

生

人

弥
生
人
骨
は
九
州
北
部
と
山
口
県
西
部
地
域
で
比
較
的

多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
二
つ
の

タ
イ
プ
の
弥
生
人
が
み
ら
れ
る
。
福
岡
県
・
佐
賀
県
・
熊
本
県
の
平
野
部

と
山
口
県
の
西
海
岸
に
分
布
す
る
北
部
九
州
タ
イ
プ
は
、
顔
の
高
さ
が
高

く
、
鼻
が
低
く
、
顔
は
全
体
的
に
扁
平
で
あ
る
。
身
長
は
男
性
で
一
六
二

〜
一
六
四
�
、
女
性
で
一
五
〇
�
程
度
と
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
長
崎

県
・
佐
賀
県
・
熊
本
県
の
海
浜
部
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
西
九
州
タ
イ
プ

は
顔
の
高
さ
が
低
く
、
幅
が
広
く
、
鼻
が
高
く
、
全
体
的
に
彫
り
が
深

い
。
身
長
は
男
性
で
一
五
八
�
、
女
性
で
一
四
八
�
と
や
や
低
い
。
こ
の

西
九
州
タ
イ
プ
の
弥
生
人
は
縄
文
人
の
特
徴
を
備
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

子
孫
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
北
部
九
州
タ
イ
プ
の
弥
生
人
は
、
稲
作
農
耕

文
化
を
携
え
て
渡
来
し
て
き
た
人
々
の
子
孫
で
、
在
地
の
縄
文
人
と
の
混

血
も
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
人
類
学
的
見
解
も
あ
る
。

縄
文
時
代
以
来
、
出
土
人
骨
を
み
る
と
抜
歯
の
風
習
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
北
部
九
州
タ
イ
プ
の
山
口
県
土
井
ケ
浜
遺
跡
で
発
見
さ

れ
た
人
骨
に
は
七
〇
％
以
上
で
観
察
さ
れ
て
い
る
が
、
抜
く
歯
の
部
位
が

西
九
州
タ
イ
プ
の
人
骨
と
や
や
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
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図２―３９ 大陸系磨製石器
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四
肢
骨
は
北
部
九
州
タ
イ
プ
の
方
が
西
九
州
タ
イ
プ
よ
り
も
相
対
的
に
大

き
く
頑
丈
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
作
業
が
狩
猟
活
動
よ
り
も
は
る
か
に
重
労

働
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
稲
作
農
耕
を
行
う
「
弥
生
人
」
の
な
か
で
も
、
渡

来
人
と
縄
文
人
と
の
混
血
の
度
合
い
は
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
格
差
も
二
〇
〇
年
余
り
を
経
過
し
て
稲
作
が
列
島
各
地
に

受
容
さ
れ
る
中
期
に
な
る
と
払
拭
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

二

道
具
と
製
作
技
術

弥
生
時
代
は
稲
作
農
耕
と
い
う
縄
文
時
代
に
は
な
か
っ
た
生
業
が
普
及

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伴
う
新
し
い
道
具
が
伝
来
し
、
改
良
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
は
土
器
・
石
器
・
木
器
・
金
属
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素

材
の
道
具
に
及
ぶ
が
、
こ
こ
で
は
用
途
ご
と
に
概
観
し
て
い
く
。

土

器

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
東
京
本
郷
区
弥
生
町
の

向
ヶ
岡
貝
塚
で
従
来
の
縄
文
土
器
と
は
違
う
赤
焼
き
の

土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
出
土
地
の
名
称
か
ら
弥
生
土
器
の
呼
称
が
誕

ろ
く
ろ

生
し
た
。
弥
生
土
器
は
縄
文
土
器
と
同
様
に
、
轆
轤
を
使
用
せ
ず
に
粘
土

紐
を
積
み
上
げ
て
成
形
し
、
六
〇
〇
〜
八
〇
〇
度
ほ
ど
の
温
度
で
野
焼
き

し
て
製
作
す
る
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
縄
文
土
器
に
比
べ
て
明
る
い
赤
褐

色
な
い
し
茶
褐
色
を
呈
す
る
。

弥
生
土
器
の
製
作
技
法
は
、
壷
で
は
表
面
を
ヘ
ラ
状
の
工
具
で
磨
い
た

り
、
指
や
皮
な
ど
で
横
方
向
に
な
で
た
り
し
て
表
面
を
仕
上
げ
る
場
合
が

２

４写真２―４ 弥生土器の器種
１‐壷、２‐甕、３‐器台、４‐高杯

１

３
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